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1.事業開始まで



栄養改善に取り組むきっかけ

•毎年スンバ島の各村で有機農業支

援をしてきた。

•視察で村を訪問する際に、小学校の

先生の話を聞く機会がたびたびあった。

•小学校の先生は、子どもたちが貧困

で朝ご飯を食べることができず、空腹

のため学校へ来れなかったり、来ても

お腹がすいて授業に集中できず学力

が伸びないという悩みを持っていた。



険しい通学路、空腹で学校に行けない



村の小学生が共通して抱えている問題

•東スンバ県の農村の小学生の7
割が片道5㎞以上歩いて登校し
ている。

•東スンバ県の農村の小学生の2
割が誰かしら毎日欠席している。
（理由）空腹、水汲みの疲れ

•小学校に入学して初めて文字に
触れる子が多く、読み書きができ
ず授業についていけない。
小4でも読み書きがあやふや。

• お腹がすいて登校できない子ども
たちの空腹を満たしてあげたい。

•毎日元気に学校へ行けるように
なってほしい。

•授業を聞いて学力を上げてほしい。

•親の収入を増やして貧困から抜け
出してほしい。



味の素ファンデーションとの出会い
目標の設定

事業目標：

ライパンダック小学校の児童たちは、

医師の診察の下栄養のある食事

を摂取することにより、通学する体

力や授業への集中力が改善され

学習の質が向上する。

指標：

1. 出席率が80%から90%になる。

2. 遅刻しないで登校できる児童が50%から80%になる。

3. 有機農業と栄養に関する質問で保護者および児童が
70%の正解率を得る。

4. 対象児童のローレル指数が正常範囲である。

結果：

1. 99%

2. 100%

3. 90%

4. 改善は見られていない。



事業期間

2020年4月～2023年3月

1年間の延期を決定

2021年4月～2024年3月



2020年のスンバ島：

PCR検査
• 2020年9月16日：ヘリコプターで他島へ
• 2021年5月31日：島内でPCR検査開始

病院で感染防止対策ができない
• マスクなし
• フェイスシールドなし
• 医療用エプロンなし

PCR検査ができない
休校(2021年9月まで)

• 教員が各家庭を訪問して授業
〇村は広い。
〇バイクで入れないため徒歩。
〇週に一回しか回れない。

• 特別措置で全員進級



2021年4月、制限があるなか開始。

• 対象児童が高学年全員約50名から小
学校近隣在住の20名（学年問わ
ず）とその保護者に縮小

• 町に事務所のあるラジオMAXスタッフも
感染防止対策を徹底したうえで、短時
間の訪問

• 当会スタッフ・日本人小児科医、現地
に渡航できず



目標を達成するための7つの活動
指標：

1. 出席率が80%から90%になる。

2. 遅刻しないで登校できる児童が50%から

80%になる。

3. 有機農業と栄養に関する質問で保護者お

よび児童が70%の正解率を得る。

4. 対象児童のローレル指数が正常範囲である。

活動：

① 村人が有機農業ができる
食べて栄養を摂る、現金収入増加

② 村人が栄養について理解する
食事の改善を目指す

③ 子どもたちの健康状態を把握する
成長過程の把握

④ 収穫した野菜を販売する
現金収入増加

⑤ 果樹の植林
食べて栄養を摂る、現金収入増加

⑥ 魚の養殖
食べて栄養を摂る、現金収入増加

⑦ 栄養改善プログラムの普及

ライパンダック村住人の収入源
海で釣った魚や村にある木の実の販売



主要なメンバー

現地カウンターパート
ラジオMAX代表
ヘンリックさん

ライパンダック小学校
校長
カリタ先生

ライパンダック村
村長
ゲラルドさん

アドバイザー
小児科医
瀬上さん

アドバイザー
管理栄養士



2. 栄養改善を達成するための7つの活動



野菜作りを学ぶ目的
• 保護者：家族で野菜を食べたり、売って現金収入にする
• 子どもたち：将来野菜作り農家として生きていけるように

 休校中のため学校代わりに楽しく参加

手作りの肥料
バナナの葉のポット



• 対象者の100%が栄養の概念を理解しました。
• 月に一度小学校で昼食を提供しました。
• バイオガス発生装置と調理場を作りました。



食事バランスチェックシートによる各家庭の食事状況の把握

貧困で食材を用意できないのではなく、お腹がすいたから食べるのであって栄養を得るためという認識はなかった。

エネルギーの源

炭水化物
体を作る

タンパク質

米、トウ
モロコシ イモ 油 肉 魚介 卵 大豆 乳 野菜 果物 海藻

体の健康を維持する

野菜・果物



保護者向けに行われた栄養に関する活動

調理研修、昼食試食、栄養研修



紙芝居で栄養を理解

お父さんもお母さんも
子どもたちもみんな真
剣に聞いています。

僕は赤のヒーロー。タン
パク質からできているよ。
体の基礎を作るよ！



＜結果＞
• 児童・母親の100%が理解している。
※ただし父親や兄弟姉妹には間違いが見られた。

＜結果＞
• 児童・母親の100%が理解している。

理解度の確認

栄養知識クイズ
栄養知識パズル

＜結果＞
• 食事は家族の健康や子どもの成長のために必要な栄養を取るものだと理解している。
• 各家庭ではタンパク質を取れるよう努力している。

家庭訪問による聞き取り



月に一回の昼食の提供

• 学校の先生が栄養バランスの取れた献立を理解して調理しました。
• 食材は、小学校の野菜畑で収穫した野菜や村のいけすの魚を使いました。



家畜のフンをバイオガス発生装置へ流す

ガスは台所へ、残りは有機肥料の材料に

バイオガス発生装置の設置（2021年）

バイオガスを使うメリット
• 薪を必要としないので環境にやさしい
• 煙が出ないので咳き込まない
• 放置される家畜のフンが減る



調理場の建設（2021年）



オンライン調理指導（2021年）

アドバイザー
管理栄養士

小学校での昼食用にスンバ島にある食材で作れる栄養バランスの取れた献立を10種ほど考案。



• 対象児童全員が健康観察を受けました。
• ローレル指数の結果ほとんどの子が”やせ”に該当



• 身長体重の計測
• ローレル指数の計測
• キャリパーによる皮下脂
肪厚の計測
（ 上腕背側部、 肩甲
骨下部）

※医療行為に当たらない範囲で行っています。

（参考）ワインガプの子ども



日常生活のアンケート調査

＜目的＞
なぜ子どもたちが痩せている
のか知るために、日常生活の
なかから負荷がかかっている
行動を探り出す。



ブリストルスケール

約７割の児童が６か７を選択

食事前、調理前、排泄後、家畜の世話後など手洗い習慣がない



データベースから発育、健康状態に注意が必要な子4人、特に健康状態の良い子1人を選んだ

＜注意が必要な子＞共通点が見られた
• 一日の食事回数が少ない
• 親がお菓子を食べさせている
• 歯磨き習慣がなく虫歯がある

＜健康状態の良い子＞
• 一日三食食べている
• 子どもがお菓子を欲しないし、親も与えていない
• 鶏を飼っていて卵を食べる習慣がある



• 各家庭で野菜を販売して月に2,000円～
4,000円の現金収入を得られるようになりました。

• 各家庭の野菜を集めて青果販売所で販売



• 村人およそ200世帯に配ったパパイヤの苗木は半数
以上が成木になりたくさん実をつけています。

• 朝食を用意できない家庭には、このパパイヤだけでも
食べるようアドバイスをしました。



• いけすが12個完成しました。
• 小学校の昼食時の食材にしました。
• 青果販売所でも販売

いけすの世話をする村人

手作りの餌



• 年に一回児童による発表会を開催し村の人たちに披露
1年目：絵画コンクール
2年目：詩の朗読または歌唱
3年目：有機農業のやり方

• ガイドブックと動画を製作
• 他地域からの視察の受け入れ
他村からの村長や校長、県から役人など

フィアちゃん（小１）



3. 大きな変化



大きな変化➀：調理場の衛生問題の改善



大きな変化②：身体測定指導後のデータ



4. 困難だったこと



困難だったこと➀身長の計測

コロナで渡航できないので、ポスターとビデオを作った



困難だったこと②栄養ピラミッド

コロナで渡航できないので、保健省のイラストを使った 紙芝居でイメージをつかむことができた



5. 村人が気づいていない問題が見えてきた



村人が気づいていない問題が見えてきた
➀虫歯の問題

虫歯がひどいと歯が痛んで食事ができなくなる可能性あり 村でも予想以上に甘いものを購入できる



村人が気づいていない問題が見えてきた
②衛生の問題

• ブリストルスケールから対象児童の約7割が水様便だと

判明。

• 多くの大人も水様便。

➡栄養が体に吸収されず排泄されてしまう可能性あり

• 手洗い習慣をつける活動が必要

• 日本の高校生

ホテルの客室に置かれている石鹸が未使用のまま廃棄

されているのを問題視し、石鹸を必要としている途上国

に届ける活動をしている。

➡ライパンダック小学校に寄贈した。
手洗いポスター



村人が気づいていない問題が見えてきた
③色、形、イラストに触れる機会がない

東スンバ県の公立小中高にはお絵描きや工作の授業がほぼない。
色、形、イラスト、ストーリーで興味がわき理解度が上がる。

知育・食育教材



6. 今後・まとめ



水

家庭

衛生虫歯

子どものローレル指数改善
➡各家庭での料理の改善

歯が痛くて食べ
れない？
➡歯磨き習慣

体調に影響？
➡手洗い習慣

今後の取り組み



まとめ

事業目標：

ライパンダック小学校の児童たちは、

医師の診察の下栄養のある食事を

摂取することにより、通学する体力や

授業への集中力が改善され学習の

質が向上する。

結果：

1.登校する児童：99%

2.遅刻しない児童：100%

3.農業と栄養の知識：90%

4.ローレル指数、改善は見られていない。

学校での取り組みとしては目標を達成したと言える。

今後は水を使えるようプロジェクトを行い、各家庭における栄養改善を目指す。



ご清聴ありがとうございました。
※対象児童の女の子たち
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